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札幌市道路構造の技術的基準及び道路標識の寸法に関する条例抜粋第 12 条第 3項

　歩道の幅員は、歩行者交通量が多い道路にあっては 3.5ｍ以上その他の道路に

あっては 2ｍ以上とするものとする。ただし、幅員が 10ｍ未満の第 4種第 4級の

道路にあっては、1.5ｍ以上とすることができる。

「札幌市道路構造の技術的基準及び道路標識の寸法に関する条例」

（道路構造令及び札幌市道路構造の技術的基準及び道路標識の寸法に関する条例抜粋）
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3　バス停留所の区間はうら出しをせず、縁石の高さは 15 ㎝程度とする。
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※歩道上には、水溜りが発生しないよう、縁石を

　5㎝程度の幅で切欠く等、十分に留意すること。
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「札幌市街路樹基本方針」

※歩道幅員 3.0ｍ以上 3.5ｍ未満における街路樹の取り扱い

植樹は、下表とする。

　電柱，街路灯等の設置位置については，「札幌市道路占用許可基準」で車道か

ら原則として 0.25ｍ程度の位置と定め，かつ建築限界をおかさない位置とする。

ただし，歩道幅員 2.45ｍ未満（道路幅員 10.91ｍ未満）の道路は道路境界寄りに

設置する。なお、植樹桝または植樹帯には、原則設置しない。　　　　　　　

（対象物件：電柱，街路灯，消火栓，標識柱等）　　　　　　　　　　　　　　　

各区土木部公園緑化係と協議の上決定する。　　　　　　　　　　　　　　　　

原則植栽は行わないが、当該道路の接続先の道路に既に連続して街路樹が植栽さ

れている場合、交通量の多い道路や通学路の交通上必要だと判断される場合、周

囲に緑地などのまとまった緑がない場合等、周囲の状況から街路樹を植栽するこ

とが適当である場合には、地元との調整のもと街路樹植栽を検討する。　　　　
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※歩道上に、水溜りが発生しないよう、縁石を
　5㎝程度の幅で切欠く等、十分に留意すること。

（注意）歩道バリアフリー工事等で歩道の嵩上げを

　　　 行う場合は、標識等の建築限界を満足する

　　　 よう留意すること。
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（注意）歩道一般部と横断歩道の摺り付け区間の縦断勾配が 5% を超える場合には、

       歩行者等の安全が確保されるよう配慮する。

（注意）横断歩道部の一般低下縁石の位置は、歩行者の直進性を確保するよう配慮する。
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横断歩道部の低下縁石は、横断歩道の幅に合わせること。
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※ブロックの設置については、
　視覚障害者用ブロックの設置例
　3中央分離帯の設置例を参照すること。
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（注意）道路の改築工事やバリアフリー工事等において、従来の車両乗入れ部

　　　 が今後相当期間において明らかに不要であると判断される場合には

　　　 交通安全上の観点から地先の利用者と協議の上、解消を図るものとする。

　　車両乗入れ部は特殊変形縁石（2本使い）を標準とするが、車両乗入れ部等
　　が近接している場合は、下図のとおり特殊変形縁石（1本使い）にすること
　　ができる。

(4)

低下部縁石 低下部縁石一般部縁石特殊変形縁石 (1 本使い） 特殊変形縁石 (1 本使い）
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( 大型車乗入れ低下部縁石を使用する場合は、10% 以下 )
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